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lI‖ヒ温泉愛好会
毎週月曜日を「風呂の日」として、秘湯入浴を楽

しみ、他所からの愛湯者に入浴マナーを指導し、温

泉周辺の草刈り、浴槽清掃、給湯パイプの洗浄等、

施設の運営・管理を担つています。
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第
２
回
臨
時
会

平
成
１９
年
度
か
ら
の
３
年

間
に
わ
た
る

「
新

エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
∃
ン
対
策
」
の
成

果
に
よ
り
、
年
間
日
射
量
が

札
幌

・
北
見
な
ど
よ
り
も
多

く
、
道
内
の
中
で
も

「太
陽

光
発
電
」
の
可
能
性
が
高
い

地
域
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

「
再
生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
中
か
ら
、
地
熱
と

太
陽
光
に
絞
っ
て
、
こ
れ
ま

で
地
道
に
、
か
つ
、
具
体
的

な
実
現
方
法
を
探

っ
て
き

た
。
地
熱
に
つ
い
て
は
武
佐

岳

・
妹
羅
山
地
区
に
て
、
平

成
１７
年
度
の
試
験
掘
削
に

よ
っ
て
２
５
０
度
の
有
望
な

熱
源
が
確
認
さ
れ
た
が
、
国

の
事
業
仕
分
け
の
影
響
を
受

け
た
行
政
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ

て
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
現
在
は
関
係
者
と
協
議

を
続
け
て
い
る
。　
一
方
太
陽

光
に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月

に

「標
津
町
に
お
け
る
再

生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提

案
書
」
を
北
海
道
を
経
由
し

て
希
望
各
社
に
提
出
し
て
い

た
が
、
今
年
２
月
に
シ
ャ
ー

プ
閉
か
ら
打
診
を
受
け
、
候

補
予
定
地
の
視
察
を
受
け
協

議
を
進
め
て
い
る
。
シ
ャ
ー

プ
と
し
て
は
最
大
８
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト

・
一
般
家
庭
の

２
４
０
０
戸
相
当
分
の
電
力

を
発
電
す
る
太
陽
光
発
電
所

を
東
川
北
地
区
の
約
２‐
ｈａ
の

町
有
地

（旧
川
北
飛
行
場
跡

地
）
に
建
設
す
る
こ
と
で
提

案
書
を
、
既
に
町
に
い
た
だ

い
て
い
る
。
５
月
１７
日
に
住

民
説
明
会
を
終
え
、
理
解
を

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
詳
細
な
計
画
協
議
を
進
め

る
。
明
る
い
話
題
が
少
な
い

こ
の
時
勢
に
、
道
内
で
も
有

数
の
規
模
を
誇
る

「太
陽
光

発
電
所
の
大
型
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
」
が
進
展
し

「地
元
と
共

生
す
る
整
備
」
を
掲
げ
て
い

る
シ
ャ
ー
プ
い
の
姿
勢
で
あ

り
、
歓
迎
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。

一
般
国
道
３
３
５
号
は
、

羅
日
町
を
起
点
と
し
本
町
の

一
般
国
道
２
４
４
号
の
伊
茶

仁
の
交
差
点
に
至
る
、
延
長

４２

・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道

路
で
本
町
と
羅
日
町
を
通
年

で
結
ぶ
唯

一
の
道
路
で
あ

る
。
当
該
道
路
は
本
町
及
び

羅
臼
町
の
基
幹
産
業
の
水
産

業
の
水
産
物
や
水
産
加
工
品

を
全
国
に
輸
送
す
る
な
ど
重

要
な
国
道

で
あ
る
と
と
も

に
、
羅
日
町
に
あ
っ
て
は
中

標
津
や
釧
路
な
ど
の
医
療
機

関
へ
の
患
者
の
通
院
や
救
急

搬
送
を
含
め
、
住
民
の
生
命

を
つ
な
ぐ

「命
の
道
路
」
で

あ
る
。
し
か
し
当
該
道
路
と

平
行
す
る
海
岸
線
は
海
岸
侵

食
が
著
し
く
、
今
も
な
お
進

行
し
国
道
に
迫
り
つ
つ
あ
る

危
険
な
状
況
と
な

っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
町
と
し
て
は

国
土
交
通
省
や
北
海
道
開
発

局
な
ど
の
関
係
機
関
に
対
し

改
修
の
要
望
を
し
て
お
り
、

特
に
昨
年
度
は
本
町
と
羅
臼

町
に
よ
る
単
独
要
望
を
３
回

シャープが東川北に太陽光発電所を

程
実
施
す
る
な
ど
、
そ
の
実

現
を
求
め
て
き
た
。
こ
の
結

果
、
平
成
２４
年
度
の
北
海
道

開
発
局
が
行
な
う
道
路
関
係

事
業
で
は
唯

一
新
規
事
業
と

し
て
防
災
事
業
が
崎
無
異
地

区
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。

事
業
の
概
要
は
植
別
橋
付
近

か
ら
元
崎
無
異
橋
付
近
の
延

長
約
３

・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

区
間
を
、
海
岸
侵
食
の
影
響

が
及
ば
な
い
内
陸
側
に
新

ル
ー
ト
を
整
備
す
る
も
の
で

総
事
業
費
約
４０
億
円
を
投
じ

る
も
の
。
今
後
も
安
心
、
安

全
な
道
路
機
能
の
確
保
及
び

住
民
生
活
と
生
命

・
財
産
を

守
る
た
め
関
係
機
関
に
対
し

海
岸
侵
食
対
策
を
要
望
し
て

い
く
。
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６
月
２０
日
の
第
２

回
定
例
会
で
の
行

政
報
告

地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ

が
予
測
さ
れ
る
地
域
に
お
い

て
、
事
前
に
知
ら
せ
る

「
緊

急
地
震
速
報
」
は
、
平
成
２３

年
度
末
ま
で
全
国
２
２
８
箇

所

（内
道
内
３４
箇
所
）
に
設

置
し
た
多
機
能
型
地
震
観
測

装
置
に
よ
り
、
速
報
処
理
な

ど
行
な
わ
れ
て
い
る
。
気
象

庁
で
は
昨
年
３
月
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
そ
の

余
震
に
お
い
て
、
緊
急
地
震

速
報
の
精
度
不
足
が
課
題
と

な
っ
た
。
平
成
２３
年
度
第
３

次
補
正
に
よ
り
全
国
１０
箇
所

（内
道
内
３
箇
所
）
に
新
た

に
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
ラ」

の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
本
町
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

装
置
は
７
ｍ
×
５
ｍ
の
敷
地
に

各
種
機
器
を
設
置
し
、
地
下

１００
ｍ
に
設
置
し
た
加
速
度
計

に
よ
り
地
震
動
を
観
測
す
る

と
と
も
に
観
測
デ
ー
タ
な
ど

を
気
象
庁
に
伝
送
す
る
。
熟叔

置
場
所
は
町
内
５
箇
所
が
候

補
地
と
な
っ
て
お
り
、
気
象
庁

が
行
な
っ
た
現
地
の
自
動
車

の
往
来
な
ど
に
よ
る
調
査
結

果
な
ど
に
よ
り
決
定
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
事
業
費
は
付

帯
工
事
を
含
め
て
４
千
万
円

で
工
期
は
設
置
場
所
の
決
定

後
、
約
４
ヶ
月
と
説
明
を
受

け
て
い
る
。

―般会計補正予算(主なもの)

項 目

町有地測量等経費

コミュニティ助成事業

循環型環境システム試
験的調査事業

産地水産業強化支援対
策事業

〃

海の森づくり事業

流木処理対策事業

消防事務組合負担金

(単位 千円)

内 容金 額

2,500≧二石ズ鬱彙翼亀需焉比
町内連合会の各種イベン

2,500 卜等で使用する備品購入。
宝くじ広報事業間接補助

有機物、資源の堆肥化
13,600など。1千万円は総務

省の補助

ЮQ∞Om辟運鰈

63,580基肇糞:讐言肇番膚i整
備。全

9,431奮
ξ痛馴 6,197千円

940            によ

6,614設備破損修理など

ヨ

Ｄ

∋

０
２
０
１
３
年
度
国
家
予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
確

保

ｏ
拡
充
に
向
け
た
意
見
書

提
出
者
　
大
炉
一　
　
勇
　
議
員

○
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
の
見
直
し
と
地
域
や

こ
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
高
校
づ
く
り
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書

提
出
者
　
大
炉
一　
　
勇
　
議
員

○
森
林

・
林
業

・
木
材
産
業
等
施
策
の
積
極
的
な
展
開
に

関
す
る
意
見
書

提
出
者
　
南
　
　
憲
治
　
議
員

○
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
問
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者
　
藤
巻
　
国
治
　
総
務
経
済
常
任
委
員
長

平
成
２４
年
度
根
室
地
方
森
林

ｏ
林
業

・

林
産
業
活
性
化
推
進
議
員
運
盟
が
総
会

５
月
３‐
日
中
標
津
町
に

お
い
て
、
根
室
管
内
の
林
活

議
員
連
盟
の
総
会
が
開
催
さ

れ
、
事
業
計
画
が
原
案
の
と

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

役
員
は
平
成
２６
年
３
月
ま
で

会
長
に
中
標
津
町
の
熊
倉
重

樹
議
員
、
事
務
局
長
に
は
同

じ
く
中
標
津
町
の
佐
藤
武
志

議
］貝
、
標
津
町
か
ら
は
副
会

長
に
大
垣
勇
議
員
、
代
議
員

に
小
川
悠
治
議
員
と
南
憲
治

圭警
員
、
監
事
に
吉
田
智
議
員

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
な
ど
に
つ
い
て
は
第
２
回
臨
時
会

に
お
い
て
２
件
。
第
２
回
の
定
例
会
に
お
い
て

「標
津
町
課
設
置
条
例
等
の
一部
改
定
」
な
ど

３
件
を
議
決
し
た
。

条例改正

3 しべつ議会だより



―

般 質 問
2人の議員が3項目にわたり町長に質問しました。

、
道
は
積
極
受
入

対
応
経
緯
は

被
災
地

き
に
検

本
年
３
月
、
国
は
震
災

が
れ
き
の
受
入
未
回
答
の
３６

都
道
府
県
に
回
答
を
求
め
、

道
は
４
月
に

『積
極
的
に
受

入
に
協
力
す
る
』
と
回
答
し

た
。
各
地
で
受
入
検
討

・
困

難
に
分
か
れ
て
い
る
他
、
受

入
表
明
後
断
念
す
る
な
ど
、

放
射
性
物
質
に
関
わ
る
安
全

性
の
問
題
だ
け
に
、

『き
ず

な
論
』
だ
け
で
は
対
応
出
来

な
い
苦
悩
議
論
が
さ
れ
て
い

る
。
誰
し
も
理
解
し
納
得
す

る

『全
国
民
挙
げ
て
の
被
災

地
支
援
』
と
、
地
域
の
力
で

は
対
応
出
来
な
い
放
射
線
物

質
問
題
の
狭
間
の
中
で
、　
一

次
産
業
を
主
体
と
す
る
町
民

は
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い

る
。
廃
棄
物
処
理
施
設
の
運

営
主
体
は
市
町
村
で
あ
り
標

津
町
お
よ
び
広
域
連
合
と
し

て
の
対
応
を
町
民
に
説
明

し
、
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
。
国
へ
の
回
答
の
経
緯
と

現
状
を
伺
い
た
い
。

■
】
こ
れ
ま
で
３
回
の
調
査

が
あ

っ
た
。

・

【１
回
目

・
昨
年
４
月
】

汚
染
の
有
無
は
別
に
し
て
、

受
け
入
れ
能
力
に
つ
い
て
の

調
査
が
あ
っ
た
。
４
町
広
域

連
合
の
別
海
の
焼
却
場
で
年

間
２
干
ｔ
、
各
町
が
分
担
し

て
引
き
取
る
焼
却
灰
等
最
終

不
燃
物
で
は
、
標
津

・
羅
臼

の
最
終
処
分
場
で
年
２
０
０

ｔ
の
能
力
が
あ
る
と
回
答
し

た
。

・

【２
回
目

・
昨
年
１０
月
】

放
射
線
汚
染
の
恐
れ
が
あ
る

が
れ
き
受
入
の
調
査
が
あ
っ

た
。
１
市
４
町
で
協
議
し
た

が
、
住
民
の
健
康
被
害
、　
一

次
産
業
を
取
巻
く
環
境
や
観

光
へ
の
風
評
被
害
が
懸
念
さ

れ
、
こ
の
時
点
で
は
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
し
て

受
入
困
難
と
回
答
し
た
。

・

【３
回
目

・
本
年
４
月
】

前
回
回
答
理
由
の
他
、
次
の

課
題
も
含
め
現
時
点
で
前
向

き
に
受
け
入
れ
る
状
況
で
は

な
く
回
答
を
保
留
し
て
い
る
。

４
町
広
域
連
合
の
焼
却
施
設

建
設
時
に
、
迷
惑
施
設
と
し
て

別
海
町
独
自
の
受
入
基
準
や

地
元
住
民
・農
業
・漁
業
と
の

厳
し
い
協
定
が
あ
る
。

・
焼
却
灰
は
各
町
の
最
終
処

分
場
に
埋
め
立
て
る
が

（標

津

・
羅
臼
は
元
崎
無
異
）
、

産
業
団
体
等
と
の
公
害
防
止

協
定
が
あ
る
。

・
搬
入
経
路

（釧
路
市
は
受

入
拒
否
し
て
い
る
）
の
調
整

が
必
要
で
あ
る
。

小川悠治議員

最終処理場 (埋立て)・ 元崎無異

道
は
、
受
入
基
準
を
、

国
の
３
倍
厳
し
く
し
た
。
し

か
し
、
焼
却
後
の
灰
は
３３
倍

の
放
射
性
濃
度
と
な
る
。
水

に
溶
け
や
す
い
セ
シ
ウ
ム
汚

染
物
を
永
年
に
わ
た
っ
て
町

が
安
全
管
理
出
来
る
の
か
、

国
は

一
般
不
燃
物
と
同
じ
く

埋
め
立
て
可
能
と
し
て
い
る

が
疑
間
が
あ
る
。
多
く
の
専

門
家
は
、
長
い
寿
命
の
放
射

線
物
質
を
漏
れ
な
い
よ
う
に

管
理
し
続
け
る
こ
と
は
市
町

村
の
手
に
負
え
な
い
。
国
の

集
中
管
理
し
か
な
い
、
と
し

て
い
る
。

日
一
被
災
者
、
被
災
地
の
身

に
な
れ
ば
と
、
前
向
き
に
処

理
を
検
討
し
て
き
た
。
し
か

し
、
震
災
が
れ
き
受
入
後
の

諸
問
題
に
つ
い
て
、
国
か
ら

の
保
証
や
対
策
が
何
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
。
現
時
点
で
は

受
入
困
難
と
考
え
る
。

の
３３
倍
の
放
射
能
に
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濃
縮
。
町
の
永
年
安
全
管
理
は
不
可
能

国
か
ら
の
保

さ
れ
ず
。現
時
徘



今
夏
の
節
電
不
足
を
乗

り
切
る
た
め
、
北
海
道
電
力

が
７
％
以
上
の
節
電
を
道
民

に
要
請
し
た
。
期
間
は
７
月

２３
日
か
ら
９
月
１４
日
、
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時

と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
標

津
町
の
節
電
目
標
値
は
、
そ

し
て
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

と
漁
業
へ
の
影
響
と
対
策
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

日
】
町
と
し
て
住
民
に
特
別

な
我
慢
を
さ
せ
な
く
て
も
、

も
う
す
で
に
、　
一
般
家
庭
そ

し
て
産
業
分
野
で
は
、
日
常

的
に
節
電
コ
ス
ト
を
押
さ
え

る
た
め
常
に
と
り
か
か
っ
て

い
る
。
た
だ
し
家
庭
や
工
場

の
全
部
が
取
り
組
ん
で
い
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。
節
電

意
識
が
無
い
人
も
い
る
と
思

う
。
こ
の
事
に
関
し
て
、
町

と
し
て
の
啓
発
、
啓
蒙
し
て

節
電
を
す
す
め
て
行
く
。
北

電
は
７
月
上
旬
に
各
家
庭
ヘ

節
電

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布

し
、
酪
農
家
に
つ
い
て
も
農

協
を
通
し
て
配
布
し
て
行

く
。

標
津
町
の
医
療
機
関
、

福
祉
施
設
、
万
が

一
、
計
画

停
電
が
あ
っ
た
場
合
の
影
響

が
あ
る
の
か
。
本
町
の
住
民

も
、
ど
の
よ
う
に
節
電
へ
の

準
備
を
し
た
ら
よ
い
の
か
戸

惑
っ
て
い
る
。
対
策
は
ど
う

な
の
か
。

日
一
病
院

・
福
祉
施
設
の
対

策
で
す
が
、
こ
れ
は
、
強
制

的
に
停
電
、
つ
ま
り
計
画
停

電
で
す
が
今
の
所
考
え
ら
れ

な
い
。
対
象
外
施
設
と
な

る
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
住

民
の
戸
惑
い
で
す
が
、
国
と

電
力
会
社
そ
し
て
町
が
協
力

し
て
啓
発
啓
蒙
に
務
め
て
い

く
。
又
町
は
行
政
無
線
を
通

し
て
節
電
期
間
に
入
る
前
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。

北
電
の
総
出
力
計
は

７
４
２
万
ｋｗ
で
あ
る
が
こ
の

内
の
２
０
７
万
ｋｗ
が
原
子
力

発
電
。
今
は
定
期
検
査
中
で

す
が
国
も
北
電
も
原

発
を
再
稼
働
す
る
想

定
で
こ
の
先
を
考
え

て
い
る
。
本
町
は
原

発
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

日
一
脱
原
発
、
当
然

の
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
泊
原
発
の
再
稼

働
も
よ
し
と
し
て
い

な
い
。
原
発
は
本
来

危
険
が
伴
う
物
、
安
全
神
話

が
崩
れ
た
と
思
い
ま
す
。

川
北
地
区
の
町
有
地
で

の
太
陽
光
発
電
所
建
設
計
画

が
協
議
中
で
す
が
そ
の
進
み

具
合
を
お
聞
き
し
た
い
。

日
一
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
の

担
当
者
と
現
状
と
今
後
の
事

に
つ
い
て
報
告
と
協
議
を
行

い
発
電
し
た
電
力
を
送
電
線

を
通
し
て
系
統
連
帯
申
請
を

作
成
し
こ
の
作
業
を
優
先
し

て
お
こ
な
う
。
又
寒
冷
地
特

有
の
部
分
を
考
え
て
パ
ネ
ル

の
設
置
を
決
め
る
た
め
、
設

計
担
当
者
や
お
お
く
の
ス

タ

ッ
フ
で
作
業
を
し
て
い

る
。
シ
ャ
ー
プ
と
し
て
は
当

町
で
の
発
電
事
業
が
先
駆
け

の
事
業
に
な
る
よ
う
慎
重
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

町
民
の
自
家
発
電
設
備

へ
の
考
え
方
な
ど
も
お
間
き

し
た
い
。

日
】
３

・
‐１
以
降
自
家
発
電

設
備
に
対
す
る
町
民
の
意
識

や
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

し
て
町
と
し
て
も
そ
の
対
応

を
考
え
て
行
く
。

自
転
車
は
本
来
、
道
路

標
識
で
許
可
さ
れ
た
歩
道
以

外
は
車
道
の
左
側
を
走
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

０７
年
の
道
路
交
通
法
改
正
で

年
齢
制
限
を
設
け
例
外
的
に

歩
道
走
行
が
認
め
ら
れ
た
。

車
道
原
則
で
歩
道
は
例
外
、

歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り
を

徐
行
な
ど
を
定
め
た
。
こ
れ

が
自
転
車
安
全
５
則

で
う

た
っ
て
い
る
。

こ
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
と

い
う
意
識
が
十
分
浸
透
し
て

い
な
い
。
自
転
車
は
歩
道
を

自
由
に
走
っ
て
い
い
と
の
誤

解
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
、
安
全
に
走
行
で

き
る
環
境
作
り
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

海
の
公
園
か
ら
防
波
堤
の

歩
け
る
部
分
を
サ
イ
ク
リ
ン

グ

コ
ー
ス
、
八
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
使
え
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
自
転
車
走
行

環
境
の
設
備
は
必
要
で
は
。

日
】
自
転
車
は
環
境
に
優
し

い
乗
り
物
と
し
て
又
、
生
活

の
足
と
し
て
、
通
勤
、
通

学
、
レ
ジ
ャ
ー
、
健
康
作
り

な
ど
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
町
の
地
域
性
あ
る

い
は
交
通
情
報
、
標
津
町
と

し
て
の
自
転
車
の
普
及
度
、

投
資
効
果
、
税
制
負
担
、
こ

の
よ
う
な
事
を
総
合
的
に
考

え
て
み
ま
す
と
現
状
に
お
い

て
は
自
転
車
専
用
道
を
整
備

す
る
環
境
に
い
ま
は
な
い
。

石橋昌幸議員

太陽光発電設置住宅
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常任委員会の動き

総
務
・経
済
常
任
委
員
４

名
は
水
資
源
に
関
す
る
調
査

を
５
月
２９
日
に
薫
別
川
上
流

の
砂
防

盆
旭
水
）
ダ
ム
の
役

割
と
魚
道
設
置
の
効
果
な
ど

の
現
状
を
把
握
し
ま
し
た
。

又
水
源
保
安
林
の
意
味
と
効

果
の
調
査
の
た
め
忠
類
川
上

流
の
ル
ベ
ス
林
道
を
視
察
し

ま
し
た
。

，ｃ
の
調
査
に
当
た
っ

て
は
、
』辰
林
水
産
課
の
職
員

の
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
大
手
電
気
メ
ー

カ
ー
シ
ャ
ー
プ
と
事
業
、
環

境
協
定
が
締
結
さ
れ
る
大
規

模
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
予

定
地
で
あ
る
川
北
旧
飛
行
場

跡
地
も
見
聞
し
ま
し
た
。

６
月
２６
日
、
当
委
員
会
は

双
葉
保
育
園
、
母
子
通
園
セ

ン
タ
ー

（
く
れ
よ
ん
八
ウ

ス
）
、
標
津
幼
稚
園
、
標
津

小
学
校
、
標
津
中
学
校
を
訪

間
致
し
ま
し
た
。
発
達
障
が

い
を
含
む
障
が
い
の
あ
る
幼

児
、
児
童

・
生
徒
に
対
す
る

特
別
支
援
の
実
情
調
査
と
そ

の
環
境
状
況
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

各
施
設
に
於
い
て
、
当
該

者
の
将
来
を
見
据
え
て
、
社

会
的
に
自
立
可
能
で
、
集
団

の
中
で
し
っ
か
り
生
き
る
事

が
で
き
る
様
に
、
障
が
い
段

階
及
び
個
々
の
能
力
に
応
じ

た
支
援

・
指
導
が
遂
行
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
指
導
環

境
の
更
な
る
充
実
と
有
資
格

者
の
安
定
し
た
身
分
確
保

（保
証
）
が
望
ま
れ
る
事
を

痛
感
し
、
視
察
後
、
教
育
委

員
会
に
対
し
、
そ
の
旨
を
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

更
に
、
今
回
の
視
察
を
通

じ
て
、
道
教
委
が
推
進
す
る

「ふ
る
さ
と
学
習
」
と
し
て

の
、
北
方
領
土
学
習
及
び
ア

イ
ヌ
の
人
た
ち
の
歴
史

・
文

化
等
の
学
習
が
当
町
の
小

・

中
学
校
に
於
い
て
、
積
極
的

に
実
践
さ
れ
て
い
る
事
が
明

確
と
な
り
ま
し
た
。

当
委
員
会
の
平
成
２４
年
第

１
回
か
ら
第
６
回
ま
で
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

第
１
回
委
員
会
（１
月
２６
日
）

①
公
営
住
宅
政
策

②
標
津
川
引
堤
工
事

。
旧
川

腐
泥
工
事

第
２
回
委
員
会
（２
月
２‐
日
）

①
所
管
課
等
協
議
報
告

第
３
回
委
員
会
（４
月
２０
日
）

①
標
津
川
引
堤
工
事

・
旧
川

腐
泥
工
事

②
障
が
い
児

・
者
の
現
状
及

び
要
援
護
者
台
帳
整
備
活
用

第
４
回
委
員
会
（５
月
２２
日
）

①
サ
ー
モ
ン
橋
延
長
工
事
内

容②
特
別
支
援
学
級
及
び
保
育

園

・
幼
稚
園
等
受
入
状
況

第
５
回
委
員
会
（６
月
１３
日
）

①
所
管
課
等
協
議
報
告

第
６
回
委
員
会
（６
月
２６
日
）

①
町
内
行
政
視
察

（保
育

園
、
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
、

幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
）

②
特
別
支
援
学
級
及
び
保
育

園

・
幼
稚
園
等
受
入
状
況

③
サ
ー
モ
ン
橋
延
長
工
事
内

容
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【定 例 会】議員10人

年月日
氏 名

議会名

士
ロ
　
　
ロ田

藤
　
本

南

大
　
垣

石
　
橋

藤

巻

木
　
下

き同
　
橋

/」 ヽ

り||

田
　
中

H23.614
第 2回定例会

○ 〇 |○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H23615 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H23915
第 3固定例会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ |○

H23916 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ |○

H231215 第 4固定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H2438
第 1回定例会

〇 |○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ |○ ○

H2439 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H24315 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1文教福祉建設常任委員会l委員5人

年月日

氏名 音同

橋

石
　
橋

/」 ヽ

す||

木
　
下

士
□
　
　
田田

H2356 ○ ○ ○ ○ ○

H23520 ○ ○ ○ ○ ○

H2367 ○ ○ ○ ○ ○

H23726 ○ ○ ○ ○ ○

H23826 ○ ○ ○ ○ ○

H2398 ○ ○ ○ ○ ○

H23926 ○ ○ ○ ○ ○

H231026 ○ ○ ○ ○ ○

I H2311 25 ○ ○ ○ ○ ×

H2312810 ○ ○ × ○

H231222 ○ ○ ○ ○ ○

H24126 ○ ○ ○ ○ ○

H24221 ○ ○ ○ ○ ○

【臨 時 会】議員10人

年月日
氏 名

議会名

士
□
　
　
田田

藤
　
本

南

大
　
垣

石
　
橋

藤

巻

木
　
下

古同
　
橋

/」 ヽ

り||

田
　
中

H2356 第 3回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○

H23.520 第 4回臨時会 ○ ○ |○ ○ ○ ○ 〇 |〇 |○ ○

H23825 第 5回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ |○ ○

H231128 第 6回臨時会 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

H24117 第 1回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

I総務経済常任委員会l委員4人   【広報特別委員会】委員4人

氏名

年月日

藤

　
巻

大
　
垣

南

藤
　
本

H23.56 ○ ○ ○ ○

H2367 ○ ○ ○ ○

H23715 ○ ○ ○ ○

H23819 ○ ○ ○ ○

H23.98 ○ ○ ○ ○

H231013 ○ ○ ○ ○

H23114 ○ ○ ○ ○

H23_12_8 ○ ○ ○ ○

H24221 ○ ○ ○ ○

氏名

年月日

大
　
垣

南

石
　
橋

士
口
　
　
田田

H2356 〇 |〇 |○ ○

H23514 ○ ○ ○ ○

H23712 ○ ○ ○ ○

H23916 ○ ○ ○ ○

H231011 ○ ○ ○ ○

H23_1021 ○ ○ ○ ○

H2312.15 〇 |○ ○ ○

H24110 ○ ○ ○ ○

H24117 ○ ○ ○ ○

H2439 ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員4人

氏名

年月日

石
　
橋

/」 ヽ

り||

古同
　
橋

藤
　
巻

H23.5.610 ○ ○ ○

H23.6 z I o ○ ○ ○

H239810 ○ ○ ○

H23128 ○ ○ ○ ○

H2431 ○ ×|○ ○

【決算審査特別委員会】委員8人

氏名

年月日

士
□
　
　
□田

藤
　
本

南

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

音同
　
橋

川

　

川

H231017 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H231018 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H231019 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】委員10人

茉ぞ
士
ロ
　
　
ロ田

藤
　
本

南

大
　
垣

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

古同
　
橋

川

　

川

田

　

中

H2367 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H236.140 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ 〇 |○

H238_25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ |○

H231128 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

H231215 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

氏名

年月日

士
□
　
　
ｍ田

藤

本
南

大
　
垣

石
　
橋

藤
　
巻

木
　
下

古
回

橋

月

　

川

H243_120 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H24.3.131010 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H243.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H243.15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

「す
ば
っ
と
」
で
す

「す
ぽ
っ
と
」
副
〈不長

笠
井
　
崇
子

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
と
は
、
人
々
が
、
身
近

な
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
、

０
子
ど
も
か
ら
、
高
齢
者
ま

で

（多
世
代
）

０
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好

す
る
人
々
が

（多
種
目
）

０
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志

向

・
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
参

加
で
き
る

（多
志
向
）

と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
地
域

住
民
に
よ
り
自
主
的
、
主
体

的
に
運
営
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
い
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
得
意

・
不
得

意
、
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
り

な
く
、
地
域
の
誰
で
も
が
継

続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。全

国
の
ク
ラ
ブ
関
係
者
が

情
報
交
換
や
ク
ラ
ブ
同
士
の

横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
く
た
め
に

「全
国
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

議
」
が
年
１
回
開
催
さ
れ
ま

す
。昨

年
十
月
に
は
標
津
町
で

第
五
回
の
全
国
会
議
が
、

「
故
郷
」
～
が
ん
ば
ろ
う

ニ
ッ
ポ

ン
、
今
必
要
な
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
力
～
を

テ
ー
マ
に
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。標

津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
す
ぽ

っ
と
」
は
、
平
成

十
九
年
二
月
に
設
立
さ
れ
、

次
の
三
点
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
住
民

の
交
流

（
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
∃
ン
）
を
推
進
。

②
高
齢
者
も
含
め
、　
一
人
で

も
多
く
の
人
と
、
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
と

「健
康
」
を
共

有
。

③
子
ど
も
の
体
力
の
向
上

と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

寄
与
。

愛
称

「す
ぽ

っ
と
」
は
ス

ポ
ー
ツ
、
ス
ポ

ッ
ト
を
も

じ
っ
て
、

○
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
親
し
め
る
ス
ポ

ッ
ト

（場
所
）
を
め
ざ
す
。

○
地
域
の
注
目

（ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
）
を
浴
び
る
ク
ラ
ブ

を
め
ざ
す
。

〇

一
度
参
加
し
た
ら

「
ス

ポ
ッ
と
」
は
ま
っ
て
し
ま
う

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
。

と
い
う
の
が
由
来
で
す
。

会
員
は
、
設
立
当
初
６２

名
、
現
在
は
１
０
５
名
で

背
筋
を
す
っ
き
り
の
ば
し
て

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

す
。定

期
活
動
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
体
験
教
室
と
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
広
場
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
は
月
二

～
三
回
、
月
曜
日
午
後
四
時

～
六
時
に
実
施
し
、
主
に
小

学
生
が
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ド
ッ

チ
ビ
ー
、
ミ
ニ
運
動
会
等
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
広
場
は
月

二
回
。
木
曜
日
午
後
六
時
に

体
育
館
に
集
合
し
約

一
時

間
、
町
内
及
び
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
周
辺
で
の
、

二
本
の

ポ
ー
ル

（
ス
ト

ッ
ク
）
を

使
っ
て
、
歩
行
運
動
を
補
助

し
、
運
動
効
果
を
よ
り
増
強

す
る
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク

・
ウ

オ
ー
ク
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

・
研
修

ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
を

会

。
そ
の
他
の
事
業
と
し

て
、
春
と
秋
に

「子
ど
も
の

体
力
測
定
会
」
、
七
月
に

「軽
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」
、

九
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
マ
ラ
ソ

ン
の
コ
ー
ス
清
掃
、　
一
月
に

は

「冬
の
宿
泊
体
験
」
、
二

月
に

「金
山
で

（雪
と
）
遊

ぼ
う
」
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
指
導
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
が
、
八
月
の

「日
八
ム

観
戦
ツ
ア
ー
」
は
会
員
限
定

で
、
毎
年
好
評
で
す
。

昨
年
は
盆
踊
り
や
町
文
化

祭
に
参
加
、
自
称

″人
見
知

り
″
の
会
員
た
ち
が
出
店
し

ま
し
た
。
今
年
も
見
か
け
ら

れ
た
ら
、
売
上
に
こ
協
力
下

さ
い
。
そ
し
て
よ
か
っ
た
ら

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「す
ぼ

っ

と
」
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

新
編
集
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ

て
４
号

（
一
年
間
）
を
発
行

し
て
き
ま
し
た
。
表
紙
は
元

気
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
に
登
場
い
た
だ
き
、
最
終

ぺ
―
ジ
に
は
町
内
で
活
躍
し

て
い
る
方
に
寄
稿
を
、
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

回
は
２
年
目
の
発
行
と
な
り

ま
す
が
、
読
み
易
い
紙
面
づ

く
り
に
今
後
共
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
秋
サ
ケ
の
漁
獲
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
間
の
不
漁
は
町
内
の

多
く
の
産
業
に
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
今
年
こ
そ
、
標
津

の
浜
が
豊
漁
に
湧
き
活
気
が

一戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

な
が
ら

・
・
・
・
・

（大
垣
　
勇
）

議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

委

員

長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
橋
　
昌
幸

委
　
　
員
　
士
口
田
　
　
智

編集室

。標津町議会ホームページ…http:〃www.shibetsutown/gikal html
。お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.ip
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